
　雑木が茂る一関市室根町津谷川の山あい…
　「ペコラビレジ」と名付けた「小さな集落」にラボーレ
ペコラを展開しています。

　気仙沼市で東日本大震災に遭い、その後難民を助ける
会の支援や知人の協力を得て、宮城県の仮設住宅を無償
提供いただき、ご縁あって現在の地へ移築。

　ペコラビレジの小さな農園で栽培した雑穀や野菜、周
囲で採れるクルミや栗、烏骨鶏の産みたて卵、そして、
ガーデンに咲くたくさんの可愛い花々など。
　この庭園から、美味しいお惣菜や素敵なドライフラ
ワー・リースなどたくさんの加工品が生まれています。
　また、ログハウス調に改修した作業部屋では、世界中
で愛される「オイカワデニム」とご縁があり、デニム地
の縫製作業を請け負いながら、無償で譲り受けた端切れ
を加工し、バッグや小物など製作。商品の販売コーナーもあり、空いたスペースでは、利用者の方々が自由に絵を描いています。
　商品は現在、道の駅むろね、雫石町ゆこたんの森で販売しており、ラボーレペコラでは、デニム雑貨の受注製作も承っておりま
す。
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　畑作業、惣菜製造、雑貨製作と、利用者が手掛けるものにはすべて温か
みがあります。ゆっくりではありますが、持ち前の集中力で細かな作業を
すべて手仕事で仕上げていきます。
　笑顔で出迎えてくれた利用者さん。
　「いらっしゃいませ、こちらへどうぞ、ごゆっくりしていってください」
　「またきてくださいね」
　声には出さずとも、この言葉が一瞬で伝わるようなおもてなし。

　美味しい空気とフィトンチッドの中で、職員と利用者さんは日々おだやかな時間を過ごしていま
す。この環境が利用者の一人ひとりを育てているといっても過言ではありません。
　来春より同敷地内に、施設を新設し、カフェやショップもオープン予定。
　その他受託作業として、農家さんのわら加工や草刈り作業など行っています。
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